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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 - i - ＪＪ－２０．２３ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

本標準に関連する国際勧告はない。 

 

（注）将来、ＩＴＵ－ＴまたはＪＴＣ１においてＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形

信号方式）に関連する規定が勧告化された時点で本標準の改訂が検討されることとなろう。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

なし。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発 行 日 改 版 内 容 

第１版 平成 ５年１１月２６日 制定 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

（1）参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準：ＪＪ－２０．２０，ＪＪ－２０．２１，ＪＴ－Ｑ９３１－ａ 
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１．概要

本標準はＴＴＣ標準ＪＪ－２０．２０「ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）」

を適用して接続されたＰＢＸ間においてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ａと組み合わせてＢチャネル閉塞手

順を提供するために必要となるレイヤ３仕様を規定している。

すなわち対向ＰＢＸの一方において、保守作業上の要求あるいは回線障害の発生・復旧の結果として他

方からの新たな呼の生起を許可・制限する際に必要な手順およびコーディング条件を規定する。

制御の対象はＴＴＣ標準ＪＪ－２０．２１に規定される論理的な（ＰＢＸ間）インタフェースにおける

１つのＢチャネルであり、対向するいずれのＰＢＸからも対等かつ独立に本手順を利用することができる。



ＪＪ－２０．２３ - 2 -

２．用語の定義

2.1　用語

（１）　閉塞元ＰＢＸ

対向するＰＢＸに閉塞を要求するＰＢＸ。

（２）　閉塞先ＰＢＸ

対向するＰＢＸから閉塞を要求されるＰＢＸ。

2.2　状態遷移

図２－１／ＪＪ－２０．２３　状態遷移の例

閉塞の状態遷移に使用される用語の説明を以下に示す。また、以下の用語で示される状態はＢチャネル毎

に存在する。

（１）　空（Ｓ０／Ｄ０）〔Null〕

閉塞の要求が存在しない状態（未処理状態）。

（注）閉塞元ＰＢＸの空状態（Ｓ０）と閉塞先ＰＢＸの空状態（Ｄ０）は独立に管理される。

（２）　閉塞要求（Ｓ１）〔Blocking Request〕

閉塞元ＰＢＸの状態：閉塞元ＰＢＸが閉塞先ＰＢＸへ閉塞を要求した状態。

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

空 空

閉塞要求

閉塞確認

被閉塞閉塞

閉塞要求
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（３）　閉塞（Ｓ２）〔Blocking〕

閉塞元ＰＢＸの状態：閉塞に必要な全情報を閉塞先ＰＢＸが受信したことの確認

（「閉塞確認」）を閉塞元ＰＢＸが受信した状態。

（４）　閉塞解除要求（Ｓ３）〔Unblocking Request〕

閉塞元ＰＢＸの状態：閉塞元ＰＢＸが閉塞先ＰＢＸへ閉塞解除を要求した状態。

（５）　被閉塞（Ｄ１）〔Blocked〕

閉塞先ＰＢＸの状態：閉塞に必要な全情報を閉塞元ＰＢＸから受信したことの確認

（「閉塞確認」）を閉塞先ＰＢＸが送信した状態。

３．機能概要

本手順では、以下の機能を規定する。

・閉塞

・閉塞解除

・閉塞状態問合せ

3.1　閉塞

閉塞は、閉塞元ＰＢＸから閉塞先ＰＢＸに対して指定したＢチャネルからの発呼禁止を要求する機能。

閉塞元ＰＢＸでの保守操作またはインタフェース障害復旧等により、当該Ｂチャネルの呼状態によらず要

求できる。

3.2　閉塞解除

閉塞解除は、閉塞元ＰＢＸから閉塞先ＰＢＸに対して指定したＢチャネルから発呼禁止解除を要求する

機能。閉塞元ＰＢＸでの保守操作またはインタフェース障害復旧等により、当該Ｂチャネルの呼状態によ

らず要求できる。

3.3　閉塞状態問合せ

閉塞状態問合せは、閉塞先ＰＢＸからの閉塞元ＰＢＸに対して指定したＢチャネルの閉塞状態を問合せ、

閉塞状態（空または閉塞）を一致させる機能。　閉塞先ＰＢＸでの保守操作等により、当該Ｂチャネルの

呼状態によらず要求できる。
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４．詳細手順

本手順は閉塞について規定しており、本手順に起因して、いかなる呼の状態遷移も起こりえない。手順

は認識できるメッセージの送受信についてのみ規定する。また必須情報要素以外は無視する。

この節で規定されている手順の詳細なＳＤＬダイヤグラムを付属資料Ａに示す。　本文中に不明確な点

がある場合、ＳＤＬダイヤグラムを用いる。本文とＳＤＬダイヤグラムが異なる場合、本文を優先する。

4.1　閉塞

4.1.1　閉塞元ＰＢＸの動作

閉塞元ＰＢＸは特定の指定したチャネルを閉塞するために、対向する閉塞先ＰＢＸへ「閉塞要求」（BLO

REQ）メッセージを送信する。

「空」状態から「閉塞要求」（BLO REQ）メッセージを送信した後、タイマＴｂ１を起動し、「閉塞要

求」状態に遷移して、「閉塞確認」（BLO ACK）メッセージを待つ。

「空」状態で「閉塞確認」（BLO ACK）メッセージを受け取ると「閉塞解除要求」(UBL REQ）メッセー

ジを送出し「空」状態に留まる。

.

「閉塞要求」状態で「閉塞確認」（BLO ACK）メッセージを受け取るとタイマＴｂ１を停止し「閉塞」

状態に遷移する。「閉塞拒否」（BLO REJ）メッセージを受け取った場合タイマＴｂ１を停止し「空」状

態に戻る。また、タイマＴｂ１がタイムアウトした場合、「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージを送

出した後「空」状態に戻る。

4.1.2　閉塞先ＰＢＸの動作

「空」状態で適切な「閉塞要求」（BLO REQ）メッセージを受信すると、「閉塞確認」（BLO ACK）メッ

セージを送信し、「被閉塞」状態に遷移する。受信したメッセージに必須情報要素がない、または不適切

であった場合、「閉塞拒否」（BLO REJ）メッセージを送出し
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「空」状態に留まる。「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージを受け取った場合「閉塞解除確認」（UBL

ACK）メッセージを送出し「空」状態に留まる。

4.2　閉塞解除

4.2.1　閉塞元ＰＢＸの動作

閉塞元ＰＢＸは特定の指定したチャネルの閉塞を解除するために、対向する閉塞先ＰＢＸへ「閉塞解除

要求」（UBL REQ）メッセージを送出する。

「閉塞」状態から「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージを送信した後、タイマＴｂ１を起動し、「閉

塞解除要求」状態に遷移して、「閉塞解除確認」（UBL ACK）メッセージを待つ。

「閉塞」状態で「閉塞解除確認」（UBL ACK）メッセージを受け取ると「閉塞要求」（BLO REQ）メッ

セージを送出し「閉塞」状態に留まる。

「閉塞解除要求」状態で「閉塞解除確認」（UBL ACK）メッセージを受け取るとタイマＴｂ１を停止し

「空」状態に遷移する。　「閉塞解除拒否」（BLO REJ）メッセージを受け取った場合、タイマＴｂ１を

停止し「閉塞」状態に戻る。また、タイマＴｂ１がタイムアウトした場合、「閉塞要求」（BLO REQ）メッ

セージを送出した後「閉塞」状態に戻る。

4.2.2　閉塞先ＰＢＸの動作

「被閉塞」状態で適切な「閉塞解除要求」（BLO REQ）メッセージを受信すると、「閉塞解除確認」（BLO

ACK）メッセージを送信し、「空」状態に遷移する。受信したメッセージに必須情報要素がない、または

不適切であった場合、「閉塞解除拒否」（UBL REJ）メッセージを送出し「被閉塞」状態に留まる。

「閉塞要求」（BLO REQ）メッセージを受け取った場合「閉塞確認」（BLO ACK）メッセージを送出し

「被閉塞」状態に留まる。
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4.3　閉塞状態問合せ

4.3.1　閉塞先ＰＢＸの動作

閉塞先ＰＢＸは特定の指定したチャネルの状態を確認するために、対向する閉塞元ＰＢＸへ「閉塞状態

要求」（BLO STATUS REQ）メッセージを送出する。

「空」、または「被閉塞」状態から「閉塞状態要求」（BLO STATUS REQ）メッセージを送信した後、

タイマＴｂ２を起動し、状態は変化させずに「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）メッセージを待つ。

「空」状態で、「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）メッセージを受け取ると、タイマＴｂ２が起動

中ならばタイマを停止し、閉塞状態情報要素に応じた処理を行う。　即ち、閉塞状態値が“空”、“閉塞

要求”、“閉塞解除要求”のいずれかの場合は、「空」状態に留まる。　また“閉塞”ならば「被閉塞」

状態に遷移する。

「被閉塞」状態で、「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）メッセージを受け取ると、タイマＴｂ２が

起動中ならばタイマを停止し、閉塞状態情報要素に応じた処理を行う。　即ち、閉塞状態値が“閉塞”、

“閉塞要求”、“閉塞解除要求”のいずれかの場合は、「被閉塞」状態に留まる。　また“空”ならば「空」

状態に遷移する。

「空」または「被閉塞」状態で、「閉塞状態拒否」（BLO STATUS REJ）メッセージを受け取ると、タ

イマＴｂ２が起動中ならばタイマを停止し、現在の状態に留まる。　「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）

メッセージ、または「閉塞状態拒否」（BLO STATUS REJ）を受け取る前に、タイマＴｂ２が満了した場

合は、現在の状態に留まる。

4.3.2　閉塞元ＰＢＸの動作

任意の閉塞状態で、適切な「閉塞状態要求」（BLO STATUS REQ）メッセージを受け取ると、現在の閉

塞状態を閉塞状態情報要素に含んだ「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）メッセージを送信し、現在の

状態に留める。メッセージに必須情報要素がない、または不適切であった場合、「閉塞状態拒否」（BLO

STATUS REJ）メッセージを送信し、現在の状態に留まる。
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表４－１　閉塞に関するタイマ（１／１）

タイマ

番　号

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

ﾀｲﾑｱｳﾄ値
閉塞状態 開始条件 正常停止条件 1 回目満了時の動作 2 回目満了時の動作 タイマの扱い

閉塞要求 「閉塞要求」

（ＢＬＯ）

送信時

「閉塞確認」

（ＢＬＯ　ＡＣＸ）

又は「閉塞拒否」

（ＢＬＯ　ＲＥＪ）

受信時

「閉塞解除要求」（ＵＢＬ　ＲＥＱ）

を送信する。

又、上位へ閉塞確認又は閉塞拒否がＴｂ

１タイマ内で受信されないことを通知す

る。

―――――

閉塞手順をイン

プリメントして

いる場合は必須

Ｔｂ１ １０秒

閉塞解除

要求

「閉塞解除

要求」

（ＵＢＬ

ＲＥＱ）

送出時

「閉塞解除確認」

（ＵＢＬ　ＡＣＫ）

又は「閉塞解除拒否」

（ＵＢＬ　ＲＥＪ）

受信時

「閉塞要求」（ＢＬＯ）

を送信する。

又、上位へ閉塞解除確認又は閉塞解除拒

否がＴｂ１タイマ内で受信されないこと

を通知する。

―――――

閉塞手順をイン

プリメントして

いる場合は必須

Ｔｂ２ １０秒 閉塞状態

要求

「閉塞状態

要求」

（ＢＬＯ

ＳＴＡＴＵＳ

ＲＥＱ）

送出時

「閉塞状態確認」

（ＢＬＯ

ＳＴＡＴＵＳ

ＡＣＫ）

又は「閉塞状態拒否」

（ＢＬＯ

ＳＴＡＴＵＳ

ＲＥＪ）

上位へ閉塞状態確認がＴｂ２タイマ内で

受信されないことを通知する。

―――――

閉塞手順をイン

ブリメントして

いる場合は必須



ＪＪ－２０．２３ - 8 -

4.4　初期設定手順との関係

4.4.1　閉塞元ＰＢＸの動作

「空」状態以外の閉塞元ＰＢＸが当該チャネル、またはそれを含むインタフェースについて、ハード障

害等により初期設定手順を起動した場合、「空」状態に遷移する。チャネルを閉塞する場合は初期設定手

順完結後、閉塞手順を起動する。

初期設定処理を行い、かつ初期設定手順を起動しない場合で、閉塞状態を保持できない場合は自局の初

期閉塞状態に応じて「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージまたは、「閉塞要求」（BLO REQ）メッセー

ジにより状態を一致させる必要がある。

「空」状態以外の閉塞元ＰＢＸが当該チャネル、またはそれを含むインタフェースについて、初期設定

手順を起動された場合、「空」状態に遷移する。チャネルを閉塞する場合は初期設定手順完結後、閉塞手

順を起動する。

4.4.2　閉塞先ＰＢＸの動作

「空」状態以外の閉塞先ＰＢＸが当該チャネル、またはそれを含むインタフェースについて、ハード障

害等により初期設定手順を起動した場合、「空」状態に遷移する。

初期設定処理を行い、かつ初期設定手順を起動しない場合で、閉塞状態を保持できない場合は「閉塞状

態要求」（BLO STATUS REQ）メッセージにより状態を一致させる必要がある。

「空」状態以外の閉塞先ＰＢＸが当該チャネル、またはそれを含むインタフェースについて、初期設定

手順を起動された場合、「空」状態に遷移する。



- 9 - ＪＪ－２０．２３

５．関連メッセージと情報要素のコーディング

5.1　メッセージの機能定義と内容

本手順で使用する各メッセージの構成と意味の概要について以下に述べる。

各規定では、ＪＴ－Ｑ９３１－ａ第３章と同じ項目を含む。ただし、メッセージの転送方向は、閉塞元か

ら閉塞先（“→”）と閉塞先から閉塞元（“←”）で示す。

また、情報要素の転送方向はすべてメッセージの転送方向と同一であるため省略した。

5.1.1　閉塞要求（BLOcking REQuest）

本メッセージは、指定のＢチャネルの閉塞を要求するために閉塞元ＰＢＸから閉塞先ＰＢＸに送信され

る。

表５－１／ＪＪ－２０．２３

「閉塞要求」（BLO REQ）

メッセージ種別 ：閉塞要求

定義区間 ：ローカル

方向 ：→

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）　閉塞対象として指定するＢチャネルを表示するために使用する。
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5.1.2　閉塞確認（BLOcking ACKnowledge）

本メッセージは、「閉塞要求」（BLO REQ）メッセージに対する肯定的応答として閉塞先ＰＢＸから閉

塞元ＰＢＸに送信される。

表５－２／ＪＪ－２０．２３

「閉塞確認」（BLO ACK）

メッセージ種別 ：閉塞確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：←

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。

5.1.3　閉塞拒否（BLOcking REJect）

本メッセージは、「閉塞要求」（BLO REQ）メッセージに対する拒否応答として閉塞先ＰＢＸから閉塞

元ＰＢＸに送信される。

表５－３／ＪＪ－２０．２３

「閉塞拒否」（BLD REJ）

メッセージ種別 ：閉塞拒否

定義区間 ：ローカル

方向 ：←

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

理由表示 4．5．11／JT－Q931－a M 4～32

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。
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5.1.4　閉塞解除要求（UnBLocking REQuest）

本メッセージは、指定のＢチャネルの閉塞解除を要求するために閉塞元ＰＢＸから閉塞先ＰＢＸに送信

される。

表５－４／ＪＪ－２０．２３

「閉塞解除要求」（UBL REQ）

メッセージ種別 ：閉塞解除要求

定義区間 ：ローカル

方向 ：→

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞解除対象として指定するＢチャネルを表示するために使用する。

5.1.5　閉塞解除確認（UnBLocking ACKnowledge）

本メッセージは、「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージに対する肯定的応答として閉塞先ＰＢＸか

ら閉塞元ＰＢＸに送信される。

表５－５／ＪＪ－２０．２３

「閉塞解除確認」（UBL ACK）

メッセージ種別 ：閉塞解除確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：←

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4，5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞解除対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。
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5.1.6　閉塞解除拒否（UnBLocking REJect）

本メッセージは、「閉塞解除要求」（UBL REQ）メッセージに対する拒否応答として閉塞先ＰＢＸから

閉塞元ＰＢＸに送信される。

表５－６／ＪＪ－２０．２３

「閉塞解除拒否」（UBL REJ）

メッセージ種別 ：閉塞解除拒否

定義区間 ：ローカル

方向 ：←

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

理由表示 4．5．11／JT－Q931－a M 4～32

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞解除対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。

5.1.7　閉塞状態要求（BLOcking STATUS REQuest）

本メッセージは、指定のＢチャネルへの閉塞状態の問合せを要求するために閉塞先ＰＢＸから閉塞元Ｐ

ＢＸに送信される。

表５－７／ＪＪ－２０．２３

「閉塞状態要求」（BLO STATUS REQ）

メッセージ種別 ：閉塞状態要求

定義区間 ：ローカル

方向 ：←

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞状態問合せ対象として指定するＢチャネルを表示するために使用する。
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5.1.8　閉塞状態確認（BLOcking STATUS ACKnowledge）

本メッセージは、「閉塞状態要求」（BLO STATUS REQ）メッセージに対する肯定的応答として閉塞元

ＰＢＸから閉塞先ＰＢＸに送信される。

表５－８／ＪＪ－２０．２３

「閉塞状態確認」（BLO STATUS ACK）

メッセージ種別 ：閉塞状態確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：→

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

固定シフト 4．5．3／JT－Q931－a M 1

閉塞状態 5．2．3 M 3

（注）閉塞状態問合せ対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。

5.1.9　閉塞状態拒否（BLOcking STATUS REJect）

本メッセージは、「閉塞状態要求」（UBL REQ）メッセージに対する拒否応答として閉塞元ＰＢＸから

閉塞先ＰＢＸに送信される。

表５－９／ＪＪ－２０．２３

「閉塞状態拒否」（BLO STATUS REJ）

メッセージ種別 ：閉塞状態拒否

定義区間 ：ローカル

方向 ：→

情報要素 参　照 種別 情報長

プロトコル識別子 4．2／JT－Q931－a M 1

呼番号 5．2．1 M 1

メッセージ種別 5．2．2 M 2

理由表示 4．5．11／JT－Q931－a M 4～32

チャネル識別子 4．5．12／JT－Q931－a M 5～？ （注）

（注）閉塞状態問合せ対象として指定されたＢチャネルを表示するために使用する。
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5.2　情報要素のコーディング

本手順で使用する情報要素の内で、本手順においてコーディング値が指定されるものおよび本手順内で

のみ使用されるものについて以下にコーディング方法を述べる。

5.2.1　呼番号

本手順ではダミー呼番号を使用する。

（参照　図４－４ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ａ）

5.2.2　メッセージ種別

本手順では、表４－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ａに記述された国内規定のメッセージ種別を使用する。

本手順で使用するメッセージ種別は、図５－１／ＪＪ－２０．２３および表５－１０／ＪＪ－２０．２

３に示すようにコード化する。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

国内規定のメッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0 1

国内規定のメッセージ種別 2

図５－１／ＪＪ－２０．２３
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表５－１０／ＪＪ－２０．２３

国内規定のメッセージ種別（オクテット２）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ １ － － － － － 閉塞手順用メッセージ

０ ０ ０ ０ １ －閉塞要求（BLOcking REQuest）

０ ０ ０ １ ０ －閉塞確認（BLOcking ACKnowledge）

０ ０ ０ １ １ －閉塞拒否（BLOcking REJect）

０ ０ １ ０ １ －閉塞解除要求（UnBLocking REQuest）

０ ０ １ １ ０ －閉塞解除確認（UnBLocking ACKnowledge）

０ ０ １ １ １ －閉塞解除拒否（UnBLocking REJect）

０ １ ０ ０ １ －閉塞状態要求（BLOcking STATUS REQuest）

０ １ ０ １ ０ －閉塞状態確認（BLOcking STATUS ACKnowledge）

０ １ ０ １ １ －閉塞状態拒否（BLOcking STATUS REJect）

上記以外 予約済
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5.2.3　閉塞状態

閉塞状態情報要素は、閉塞元ＰＢＸか保持するＢチャネルの閉塞状態を閉塞先ＰＢＸに通知するために

用いられる。

閉塞状態情報要素は、閉塞状態確認メッセージに含まれ、固定シフト手順を用いてコード群５（国内使

用の情報要素）の情報要素としてコーディングされる。

閉塞状態情報要素は、図５－２／ＪＪ－２０．２３および表５－１１／ＪＪ－２０．２３に示すように

コード化する。

本情報要素の最大長は３オクテットである。

8 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

閉塞状態

0 0 0 1 0 0 0 0 1
情報要素識別子

0 0 0 0 0 0 0 1 2
閉塞状態内容長

1 0 0 3

ビット

拡張

コーディング

標準 予　備

閉　塞　状　態　値

図５－２／ＪＪ－２０．２３
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表５－１１／ＪＪ－２０．２３

コーディング標準（オクテット３）

ビット ７ ６

０ ０ ＴＴＣ標準、この場合下記のようにコーディングする。

０ １ 予約済

１ ０ 予約済

１ １ インターフェースにより固有に定義された標準（注）

（注）このコーディング標準は必要な閉塞状態がＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用さ

れるべきである。

閉塞状態値（オクテット３）

ビット ３ ２ １

０ ０ ０ 空

０ ０ １ 閉塞要求

０ １ ０ 閉塞

０ １ １ 閉塞解除要求

上記以外 予約済
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付属資料Ａ　ＰＢＸ間ＳＤＬ図

（ＴＴＣ標準ＪＪ－２０．２３に対する）

この付属資料は、Ｂチャネル閉塞手順のためのチャネル対応詳細ＳＤＬ図である。

ＳＤＬ図に用いられる記号は次のとおりである。

注：ＳＤＬ図に示されていない入力は廃棄されるべきである。

：状態

：上位からのプリミティブ

：上位へのプリミティブ

：閉塞元ＰＢＸからのメッセージ

：閉塞元ＰＢＸへのメッセージ

：閉塞先ＰＢＸからのメッセージ

：閉塞先ＰＢＸへのメッセージ

：プロシジャーコール

：判定
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞元）（１／４）

付図（１／８）

S0
空

閉塞要求 閉塞確認 閉塞状態要求

閉塞要求 閉塞解除要求

S0
空

S1
閉塞要求

S0
空

閉塞状態確認
（S0）

閉塞状態拒否Tb1 開始
（10 秒）

情報要素
内容 異常

正常
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞元）（２／４）

付図（２／８）

　S1
閉塞要求

閉塞解除要求

　S2
閉　　塞

Tb1 停止

閉塞状態要求

　S1
閉塞要求

閉塞状態確認
（S1）

閉塞状態拒否

情報要素
内容 異常

正常

閉塞拒否

Tb1 停止

閉塞確認
<エラー>

S0
空

Tb1 ﾀｲﾑｱｳﾄ閉塞確認

閉塞確認 閉塞確認
<エラー>

　S0
空
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞元）（３／４）

付図（３／８）

S1
閉　塞

閉塞要求

S3
閉塞解除要求

閉塞解除要求

S2
閉　塞

閉塞状態確認
（S2）

閉塞状態拒否

情報要素
内容 異常

正常

閉塞状態要求閉塞解除確認閉塞解除要求

Tb1 開始
（10 秒）

S2
閉　塞
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞元）（４／４）

付図（４／８）

S3
閉塞解除要求

閉塞要求

S0
空

Tb1 停止

S3
閉塞解除要求

閉塞状態確認
（S3）

閉塞状態拒否

情報要素
内容 異常

正常

閉塞状態要求Tb1 ﾀｲﾑｱｳﾄ閉塞解除確認

閉塞解除確認

S2
閉　塞

閉塞解除確認
＜エラー＞

S2
閉　塞

Tb1 停止

閉塞解除拒否

閉塞解除確認
＜エラー＞
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞先）（１／４）

付図（５／８）

D0
空

D0
空

異常

D1
被閉塞

情報要素
内容

D0
空

閉塞解除確認 閉塞解除拒否

情報要素
内容

異常

正常

閉塞解除要求閉塞要求

被閉塞確認

D0
空

閉塞拒否

閉塞確認

正常
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞先）（２／４）

付図（６／８）

D0
空

D０
空 閉塞状態

D0
空

閉塞状態確認
＜エラー＞

閉塞状態拒否閉塞状態要求

閉塞状態要求
Ｎ

D0
空

Tb2 起動中

閉塞状態確認

Tb2 停止
（10 秒）

閉塞状態確認
（S0/S1/S3）

Ｙ

Tb2 開始
（10 秒）

S0/S1/S3

D1
被閉塞

閉塞状態確認
（S2）

S2

Ｎ
Tb2 起動中

Tb2 停止
（10 秒）

Ｙ

D0
空

閉塞状態確認
＜エラー＞

Tb2 ﾀｲﾑｱｳﾄ

・・・続き
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Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞先）（３／４）

付図（７／８）

D1
被閉塞

情報要素
内容

閉塞要求閉塞解除要求

D0
空

被閉塞解除確認

正常

D1
被閉塞

閉塞解除拒否

異常

閉塞解除確認

情報要素
内容

D1
被閉塞

閉塞確認

正常

D1
被閉塞

閉塞拒否

異常



ＪＪ－２０．２３ - 26 -

Ｂチャネル閉塞手順　詳細ＳＤＬ図（閉塞先）（４／４）

付図（８／８）

D1
被閉塞

D1
被閉塞 閉塞状態

D1
被閉塞

閉塞状態確認
＜エラー＞

閉塞状態拒否閉塞状態要求

閉塞状態要求
Ｎ

D0
空

Tb2 起動中

閉塞状態確認

Tb2 停止
（10 秒）

閉塞状態確認
（S0）

Ｙ

Tb2 開始
（10 秒）

S0

D1
被閉塞

閉塞状態確認
（S1/S2/S3）

S1/S2/S3

Ｎ
Tb2 起動中

Tb2 停止
（10 秒）

Ｙ

D1
被閉塞

閉塞状態確認
＜エラー＞

Tb2 ﾀｲﾑｱｳﾄ

・・・続き
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付属資料Ｂ　本標準特有コーディング法

（ＴＴＣ標準ＪＪ－２０．２３に対する）

本付属資料ではＪＴ－Ｑ９３１－ａに規定された情報要素等のコーディング法に関して本標準特有の解

釈を必要とする内容を示している。しかしながら規定した内容はＪＴ－Ｑ９３１－ａに矛盾するものでは

ない。

B.1　理由表示情報要素

理由表示情報要素は本手順で規定される各種要求信号に対する拒否応答メッセージの生成理由を示すた

めに用いられる。4．5．11 節/JT-Q931-a からの差分は以下の通り。

B.1.1　生成源（オクテット３）

本手順は全てローカル定義のメッセージを使用するため本フィールドは本質的に無意味であるが、少

なくとも生成源が私設網であることを示すために“ローカル／リモートユーザ収容私設網（0X01）”と

する。

B.1.2　仕様種別（オクテット３ａ）

本手順では“ＪＴ－Ｑ９３１（0000000）”固定とする。

B.1.3　理由表示値（オクテット４）

本手順では以下に示す理由表示値以外は予約済みとして使用しない。

理由表示値

クラス　　値

理由表示

番号

理由表示

７６５

０１０

４３２１

０１１０ ３８ 網障害

１００１ ４１ 一時的障害

１０１０ ４２ 交換機輻輳

１１００ ４４ 要求回線／ﾁｬﾈﾙ利用不可

１００ ００１０ ６６ 未提供ﾁｬﾈﾙ種別指定

１０１ ００１０ ８２ 無効ﾁｬﾈﾙ番号使用

１１０ ００００ ９６ 必須情報要素不足

０１００ １００ 情報要素の内容無効
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理由表示の使用法

理由表示

＃38 網障害

ＰＢＸが機能的に正常でなく、その状態が比較的長時間継続しそうであることを示す

＃41 一時的障害

ＰＢＸが機能的に正常でなく、その状態が長時間は継続しそうでないことを示す

＃42 交換機輻輳

ＰＢＸが高トラヒックで輻輳していることを示す

＃44 要求回線／ﾁｬﾈﾙ利用不可

要求元の指定したチャネルが要求先において何らかの理由で閉塞対象でないことを示す

＃66 未提供ﾁｬﾈﾙ種別指定

要求元がＢチャネル以外のチャネル種別を指定したことを示す

＃82 無効ﾁｬﾈﾙ番号使用

要求元の指定したチャネルが要求先において定義されていないことを示す

＃96 必須情報要素不足

本手順においてはチャネル識別子が含まれていないことを示す

＃100 情報要素の内容無効

本手順においては＃44，＃66，＃82 以外の理由でチャネル識別子の内容が無効であることを示す
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B.2　チャネル識別子情報要素

チャネル識別子情報要素は本手順で閉塞対象となるＢチャネルを識別するために用いられる。4．5．12

節／JT－Q931－a からの差分は以下の通り。

B.2.1　変更不可表示（オクテット３）

本手順ではチャネル交渉は行わないため本フィールドは“指定されたチャネルは変更できない（1）”固

定とする。

B.2.2　Ｄｐチャネル選択表示（オクテット３）

本手順ではＤｐチャネルに対する制御は行わないため本フィールドは“指定チャネルはＤｐチャネルで

はない（0）”固定とする。

B.2.3　チャネル種別／マップ要素種別（オクテット３．２）

本手順ではＢチャネル以外は規定しないため本フィールドは“Ｂチャネルユニット（0011）”固定とす

る。

B.2.4　チャネル番号／スロットマップ（オクテット３．３）

本手順ではＢチャネル以外は規定しないため本フィールドはＢチャネルユニットに関する番号または

マップによる規定のみ有効である。また、１つのＢチャネルしか指定しないため本オクテットは繰り返さ

れない。
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付属資料Ｃ　メッセージのコーディング例　（ＴＴＣ標準　ＪＪ－２０．２３に対する）

この付属資料では、以下のメッセージのコーデイングについて例を示す。

－閉塞要求　閉塞確認　閉塞拒否

－閉塞状態要求　閉塞状態確認

C.1.1　閉塞要求メッセージの例

このコーディング例では、閉塞元ＰＢＸが閉塞先ＰＢＸに対して１次群速度インタフェースの暗黙の内

に指定されるインタフェースにおけるチャネル番号“１”のＢチャネルに対する閉塞を要求する場合の閉

塞要求メッセージを示している。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1

プロトコル識別子

0 1 0 0 0 0 1 0

呼番号長

0 0 0 0 0 0 0 0

国内規定メッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0

メッセージ種別

0 0 1 0 0 0 0 1

チャネル識別子情報要素識別子

0 0 0 1 1 0 0 0

チャネル識別子内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 1

拡張 ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ

識別子

有表示

ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ 種別

予備 変更

不可

表示

Dp

ﾁｬﾈﾙ

選択

表示

　情報チャネル

　　選択

1 0 0 0 0 0 1 1

ｺｰﾃﾞｨﾝ

ｸﾞ標準

番号/

ﾏｯﾌﾟ

識別

チャネル種別/

マップ要素種別

1 0 0 0 0 0 0 1

チャネル番号／スロットマップ
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C.1.2　閉塞メッセージの例

このコーディング例では、閉塞先ＰＢＸが閉塞元ＰＢＸから１次群速度インタフェースで暗黙の内に指

定されるインタフェースにおけるチャネル番号“１”のＢチャネルの閉塞を要求された場合、閉塞先ＰＢ

Ｘが当要求を受付けたことに対しての閉塞元ＰＢＸに送出する閉塞確認メッセージを示している。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1

プロトコル識別子

0 1 0 0 0 0 1 0

呼番号長

0 0 0 0 0 0 0 0

国内規定メッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0

メッセージ種別

0 0 1 0 0 0 1 0

チャネル識別子情報要素識別子

0 0 0 1 1 0 0 0

チャネル識別子内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 1

拡張 ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ

識別子

有表示

ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ 種別

予備 変更

不可

表示

Dp

ﾁｬﾈﾙ

選択

表示

　情報チャネル

　　選択

1 0 0 0 0 0 1 1

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 番号/

ﾏｯﾌﾟ

識別

チャネル種別/

マップ要素種別

1 0 0 0 0 0 0 1

チャネル番号／スロットマップ
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C.1.3　閉塞拒否メッセージの例

このコーディング例では、閉塞要求メッセージを受信した閉塞先ＰＢＸが、当閉塞要求を拒否する理由

として閉塞要求されたチャネルを活性化していない場合に閉塞元ＰＢＸに送出する閉塞拒否メッセージを

示している。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1

プロトコル識別子

0 1 0 0 0 0 1 0

呼番号長

0 0 0 0 0 0 0 0

国内規定メッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0

メッセージ種別

0 0 1 0 0 0 1 1

理由表示情報要素識別子

0 0 0 0 1 0 0 0

理由表示内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 1

拡張 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 予備 生成源

1 0 0 0 0 0 0 0

拡張 仕様種別

1 1 0 1 0 0 1 0

拡張 理由表示値

チャネル識別子情報要素識別子

0 0 0 1 1 0 0 0

チャネル識別子内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 1

拡張 ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ

識別子

有表示

ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ 種別

予備 変更

不可

表示

Dp

ﾁｬﾈﾙ

選択

表示

　情報チャネル

　　選択

1 0 0 0 0 0 1 1

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 番号/

ﾏｯﾌﾟ

識別

チャネル種別/

マップ要素種別

1 0 0 0 0 0 0 1

チャネル番号／スロットマップ
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C.2.1　閉塞状態要求メッセージの例

このコーディング例では、閉塞先ＰＢＸが閉塞元ＰＢＸに対して１次群速度インタフェースにおける暗

黙の内に指定されるインタフェースでチャネル番号“１”のＢチャネルに対する閉塞元のチャネル状態を

問い合せる場合に閉塞先ＰＢＸが送出する閉塞状態要求メッセージを示している。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1

プロトコル識別子

0 1 0 0 0 0 1 0

呼番号長

0 0 0 0 0 0 0 0

国内規定メッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0

メッセージ種別

0 0 1 0 1 0 0 1

チャネル識別子情報要素識別子

0 0 0 1 1 0 0 0

チャネル識別子内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 1

拡張 ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ

識別子

有表示

ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ 種別

予備 変更

不可

表示

Dp

ﾁｬﾈﾙ

選択

表示

　情報チャネル

　　選択

1 0 0 0 0 0 1 1

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 番号/

ﾏｯﾌﾟ

識別

チャネル種別/

マップ要素種別

1 0 0 0 0 0 0 1

チャネル番号／スロットマップ
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C.2.2　閉塞状態確認メッセージの例

このコーディング例では、要求元ＰＢＸが要求先ＰＢＸから問い合せられた１次群速度インタフェース

における暗黙の内に指定されるチャネル番号“１”のＢチャネルにおける閉塞元ＰＢＸの閉塞状態“０”

空状態を閉塞先ＰＢＸに通知するために、閉塞先ＰＢＸから送出される閉塞状態確認メッセージを示して

いる。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1

プロトコル識別子

0 1 0 0 0 0 1 0

呼番号長

0 0 0 0 0 0 0 0

国内規定メッセージ種別へのエスケープ

0 0 0 0 0 0 0 0

メッセージ種別

0 0 1 0 1 0 1 0

チャネル識別子情報要素識別子

0 0 0 1 1 0 0 0

チャネル識別子内容長

0 0 0 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 1

拡張 ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ

識別子

有表示

ｲﾝﾀﾌｪｰ

ｽ 種別

予備 変更

不可

表示

Dp

ﾁｬﾈﾙ

選択

表示

　情報チャネル

　　選択

1 0 0 0 0 0 1 1

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 番号/

ﾏｯﾌﾟ

識別

チャネル種別/

マップ要素種別

1 0 0 0 0 0 0 1

チャネル番号／スロットマップ

シフト識別子 固定

シフト

コード群識別子

1 0 0 1 0 1 0 1

閉塞状態情報要素識別子

0 0 0 1 0 0 0 0

閉塞状態内容長

0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 0 0

拡張 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 予備 閉塞状態値
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付録Ⅰ　信号シーケンス例

（TTC 標準 JJ-20.23 に対する）

付図Ｉ－1/JJ-20.23

閉塞／閉塞解除　信号シーケンス

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

空

（D0）
空

（S0）

閉塞要求（チャネル識別子）

（発信可）閉塞要求

閉塞要求

（S1）
閉塞確認 閉塞確認（チャネル識別子）

表示

閉塞

（S2）
閉塞

（S2）
被閉塞

（D1）

～（発信禁止）～

～ ～

～ ～

～ ～

被閉塞

（D1）

（発信禁止）

閉塞

（S2）
閉塞解除要求（チャネル識別子）

閉塞解除

要求

閉塞解除要求

（S3） 閉塞解除要求（チャネル識別子）閉塞解除

確認表示

空

（S0）
空

（D0）

（発信可）
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付図Ⅰ－2/JJ-20.23

閉塞状態問合せ　信号シーケンス

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

閉塞状態要求（チャネル識別子）

閉塞状態確認(ﾁｬﾈﾙ識別子,閉塞状態)

閉塞状態

表示

閉塞状態

要求

空

(D0)

（発信可）

又は

被閉塞

(D0)

（発信禁止）

空

(S0)

又は

閉塞

(S2)
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付図Ⅰ－3/JJ-20.23

拒否応答　信号シーケンス（閉塞時）

付図Ⅰ－4/JJ-20.23

拒否応答　信号シーケンス（閉塞解除時）

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

閉塞要求（チャネル識別子）

閉塞要求

閉塞拒否

表示

ﾁｬﾈﾙ識別子

エラー

空

(S0)

閉塞要求

(S1)

空

(S0)

閉塞拒否（理由表示＝＃82，
チャネル識別子）

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

閉塞解除

要求 ﾁｬﾈﾙ識別子

エラー

閉塞解除

拒否表示

閉塞解除要求（チャネル識別子）

閉塞解除拒否（理由表示＝＃82，
チャネル識別子）

閉塞

（S2）

閉塞解除要求

（S3）

閉塞

（S2）
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付図Ⅰ－5/JJ-20.23

拒否応答　信号シーケンス（閉塞状態問合せ時）

閉塞元ＰＢＸ 閉塞先ＰＢＸ

閉塞状態要求（チャネル識別子）

閉塞状態

要求

閉塞状態拒否（理由表示＝＃82,

ﾁｬﾈﾙ識別子） 閉塞状態

拒否表示

ﾁｬﾈﾙ識別子

エラー

空

(D0)

（発信可）

又は

被閉塞

(D1)

（発信禁止）
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付録ⅠⅠ：閉塞と呼制御手順の関連について

（ＴＴＣ標準ＪＪ－２０．２３に対する）

本標準で規定する手順は呼制御状態とは無関係に規定されるものであり、Ｂチャネルを閉塞しても閉塞

先ＰＢＸではその結果としての呼制御上の動作は行わない。以下に呼制御と閉塞手順が関連する場合の処

理の例を示す。

（1）チャネルが呼制御で使用されている場合の一般原則

チャネルが既に呼制御によって使用されている場合、閉塞先ＰＢＸでは「閉塞要求」メッセージに対し

て「閉塞確認」メッセージを返送して要求を受け付けたことを通知するが、当該チャネルの呼制御状態が

「空（Ｐ０）」になるまではＪＴ－Ｑ９３１－ａで規定される呼制御手順に従い遷移する。その後、当該

チャネルを用いた新たな呼の生起は禁止される。

（2）初期設定手順との関連

ＪＴ－Ｑ９３１－ａで規定される初期設定手順と本手順との関連は以下の通りである。

・初期設定手順の完了により閉塞元・閉塞先ＰＢＸとも閉塞状態を一旦初期化する。すなわち初期設定

手順により閉塞状態も初期化（閉塞解除）される。その後の閉塞状態は必要に応じて閉塞元、または

閉塞先ＰＢＸの起動する手順に依存する。

・内部初期化を実行時に初期設定手順を起動しないＰＢＸは相手との閉塞状態不一致の回避に責任を負

う。

詳細手順は 4．4 節を参照のこと。
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また、以下に本手順を使用することを想定している具体的な応用例を示す。

（1）試験呼に関連する保守動作

一方のＰＢＸから特定のＢチャネルに対して試験呼を発呼するために当該チャネルへの対向ＰＢＸから

の発呼を予め規制する必要がある。そのために本手順が使用される。なお、閉塞済みチャネルを指定した、

閉塞先ＰＢＸからの着呼に対する閉塞元ＰＢＸの操作は実装に依存する。

（2）障害検出に伴う強制閉塞処理

一方のＰＢＸがインタフェースの障害を検出して関連するＢチャネルを強制的に閉塞する場合、まず障

害によって影響を受けるインタフェースの全てのＢチャネルに閉塞要求を行った後、それまで存在した呼

を順次切断することが期待される。ここで閉塞と切断の順序を逆にすると呼の解放が行われないチャネル

の発生する場合があるので留意すべきである。

（3）発信専用トランクとしての利用

対向するＰＢＸのＢチャネルのみを閉塞することで自ＰＢＸからの通常呼の発信を許可し、他方からの

呼を規制する、すなわち発信専用トランクとして利用することができる。
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